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御 註 文の菜

一、イ正月~'J録記載の積別f1:上及び允の他のボ頃はiIむを得ざる場合:像告たく経更するとともあります。

二、御註文の節に;il、や:下記事1貞の御記入をWiiひます。

1. JfGJ録:需致 2・，:，'，11ftfi知 1. 数 量 4.納入期日 s. J七他御!gi求事工員

三 . Mti窓)1日 lりJj没υ! の待IHW決は御迫感なく倖jJ巾越ド三い。 .IE!UJj設，:1は J!!~料Kて御傘{土主主しますから御利

用下さい。

昭和十一年十一月



マ 、ヲ ダ

飾窓照 明器具

飾窓セ ー ド

飾 窓 m1. !lJlの効果

affi'悶の埼合 lij子_"ード"，j晶合 的?i"-tt-ド山町合 同

幌m'l制作今ス 限~151りレクス 照厚!lOO]レクス r茸''lt手~r宮司3

。舗窓セードの御奨め 上園は舎理化されだ照明と不合珂在照明との比較です口、左端

Iま傑電球の場合で飾窓セードの場合のL/5の明るぷしかなく其上

烈しい股輝の局殆A_ど陳列品が児えないばか bか電力のイミ経静

止いふ二重の損害とな 61:す。叉硝子セート切でも Ij:，以下のゆ1ぷ

さしかあ ò~せÆ_。飾窓セードの~担嘗な御使用は明るく経持的

でひいてはお底繁柴の最大原因とも在。ます。

。飾窓の標準明るさ 照明皐曾から費表・ 3 れて居 ò~ すのは間 口 六尺奥行問尺の飾

窓に l:)()W三燈杭で丁度その切!と:， ~にさr 1) 設す D 大館乙 O)~時難

を基準にして多少の取拾をfして頂 'ldごい的であ (l;J:す。



マツダ

飾窓照明器具

大口飾窓セード

此の飾窓ピ ー ドは主として構造の大きな飾窓化使用さ

れる最も高能率のものであります。大口でありますか

らドに示す特殊心ぷルダーが必昼さであります。

'防.
.関~ij~十、
" 一 、ミ々、 ~ 丸一 司

レ趨錫麟ア盤圃
K 司自一

型1録布二税 4211 

20UW用

o' 

J 君盟

主~録得競 4212 

100-150W用

<m_し101)Wの場合は事259Uアダプタ ー並用のとと〉

主~録番毅 4211 の配光曲線

fE-球 :tlUOV. 2(川W 透明 1{型1用オ， '1 y- J埠1用ホ ルダ ー

JO折入電球を使用 型!重量徐競 26幻 想室長呑税 2635

丞~録番放 4212 の配線曲線
電球は 100V. 100W 透明

瓦新入電球を使用
〈アダプター主主用〉

手重 審員峨格競 i
4211 

|商経 |総
「一一一一つot寸

ード I250 x 270 I 

[203X川|

I 73 I 

K型1飾 窓 セ

ダ

一
グ

柄

一
刷

郡

朝

一

割

m 寸
筏|仕 七|適合泣球 |霊鞍喜喜諜z 

RRO '''1界思E喜鰭禁E割l同却捌0一丞翁抗利5V刊ト'[ 2加6ω3

削 I ';; |い1.00ト一玉可づ雨
3幻7 I暗緑 色 | 一 4212 

月 I lj I - I山

(御値段は御引合の都度御見mする 'I~ に致して居りますから御入用の節は型番.仕上、重量盆其他必要事項を

御記入の上御照合を煩ひ全寸ヲ
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マ 、ヲ ダ

器具

並口 J型飾窓セ ー ド及同斤jホル夕、一

飾窓 R震 明

外観形秋共J型飾窓ピ ー ドと 同じで:)>>1--ターの揮を 2'//'口径と

し布来のホルダーにも遁合し得らる Lものであります。配光能率

も俊秀で普通一般の飾窓に最も多〈使用されて居り ます。，~ ， 

唾薗-込.
且 E轟園

I 
立主口 J墳とセ - J-"ホルダー と

レセプシー クノιとの組合

型車主番袋 4215/2600/2511

並仁IJ墳と向上用ホルダー組合

書出去最番抜 4215/263'1

並口 J籾と同上用ホルダーと

J 屯~飾窓セード用 λ 夕日 ンホ

ルダ ー との革且合

主~録者会続 42J5l263'1/61 ';15

J型飾窓セード用 λ クリ Y ホルダ ー

相録祷:披 6l'i5 

向上用ホルダ ー 構造はホルダーソケヴトに調整自ヂt_=のス タンドを取付たも のでセ ー ドの投

光方向を上下に調整出来得る特色を持ってか}i)ま+。

向上用スクリンホルダー J型用でゼラチンペーベーはこ伎の板の中に挿入すればよいので簡単で R
つ容易にしてセードに取付るのも 一つの爪を捻子廻しで止めれば完全に取

付得られます。
同上用カラ ー ドスクリン ゼラチンペーパーであ りまして琉泊、線、育、 赤の四色のスクリ ーンがる

ります。

l担問|一一 類 | 直径H~I ~I 
| 位 15 I .ilt1::J J型錨窓セード imxdtrim川川l

H
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続
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ダ
一
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2
弘
恭
し
一

b
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J
r
a掲
川

一う
d

う“

山
週
明
ホ
一

球

一山
知

7
3
4

M

'
ム

M
U

一
ト

遜
一

ω

ニ

一

白
色

-
一
銃
殺

一
銭
暗

k

一両
面

，
t

一内
内

F

、J

2639 | 並 wJ柳窓セー卜 尉 | 150 62 |暗緑色 ! 4215 
ホルダ ー

6195 I J担 λ タリンホげ ー | 245 225 11 263'1 

6185 
ゼラチ y ペ「パー 240 x 265 !Ei 6195 

くJ埠1ス ク!}/'ホ ルダ ー別〉

く御値段は御引合の者11皮御見伏する~に主主して厨りま すか υ 御i人}jj ~.)倫は孟H昏.仕上.革主1よ J;;他必lj害事項を

御記入の上御腐食を願ひます)
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マツダ

筒窓照明器具

飾窓セード

飾窓照明

飾窓は商庇の縮固であれ客を惹き付ける最も重要主主役割を演やるものであります。此の飾窓本来
の使命を完全に果さしめるものは良照明であります。良照明の飾窓は遁行者の注意を惹き付けるのみ

たらす=陳列商品を浮き出させ、商品を美しくし一唐値打付けるものであります。

飾窓の夏照明は?

先づ第ーに飾窓の外から電球が見え友い様にする事が必要であります。三欠に陳列品を均ーの明るさ
で)I\~H，月し、天井や飾窓外化無駄に光を逸出する ととのない様にしたければなりません。此の重要な役
闘 を果すには優良なる前i窓府反射笠が必要で、あります。との反射笠は良J!~~明を輿へる事は勿論、耐久
力も強くなければなりません。

反射笠の使月j数量は近隣の飾窓の明るさ、街路照明の程度、陳列品の種類叉は飾窓の背景の色等に

依って影響を受けるものでありまして、宇IJ然と数字を以て表はす事は出来ませんが、概して商庄の飾

窓に釘する販ff勿~J畏叉は蹟告的-fn値の'ft感から決められたものであります。

弊社製錆窓セー ドの特激

弊l社製飾窓セ ー ドは一般飾窓の状態を充分考慮して設計したものでありまして、前記の諸僚件を具

備して居る事は勿論、従来市場にありふれた組製品の最も大なる快黙たる耐久力の短かい事、f!.P~僅
々一年か二年で鏡面が剥離すると云ふ事が絶到に友いのが、此飾窓セ ー ドの一大特徴とする所であ り
ます。

弊社製品と他製品との比較

弊i社製品と他製品の断面を園示しますと、下圃の(イ〉と〈ロ〉の様な相塗があります。

(イ〉は弊j止製品〈ロ〉は他製品でありますが、他製品は固に示しである様に多くのものは硝子面に

塗料

，U~ 

h向子

ぐロ〉

鏡付けをし其上に塗料を塗不jjした丈けのものでありますが、弊l社製品は鏡付けの上K保藷塗料を施し、

女に其の上に尚一同塗料を塗布・して、之に厚い銅鏡を砲して機械的に堅牢にすると同時に、塗料と外

気とを遮断し耐久力を強くします。向銅の表商には銅の酸化を防ぐ目的と、韓裁を良くする震に濃緑

色塗料を塗布しであります。

斯様に弊社製品は耐久力を強くするま詰めに数倍の手数を掛けてある事を特に御注意願ひ度いのであ

ります。

- 4ー



マ ‘ソ タP

飾窓照明器具

型録番銃 4211JJZ 4212 と X レーキングと のよと絞配光岡

X レー キ Y グと

丞~まま番銃 4211 との

垂直配光曲線比較

弊社製舗窓セ-t:の配光曲線

ιlO 

X レーキ y グと

君~去最番5!}ê 4J12 との
或直配光曲線比較

+は Xレーキンクに 2UOW
会は 4212fこ 150W
う千 は 4212に 100W

JO 

ーは 421ヨに lOOW2えアダ 7・17ー

以上の配光曲線に依って見ましでも、舶来品に比較して配党の黙に於ても、能率の駄に於ても温か

に勝れて居る事を誇りとして居ります。

筒窓セード用ホルダー

飾窓セ ー ドは飾窓川として偉大な効果をもたらすものでありますが、党泌が設計した際にAめられ

た位置に友る様、取付けえにければ効果

のないものであります。型録番抵2635，

2639、ホルダーは弊刷:製飾窓セ ード用

として新規に稜貸したものでありまし

て、之を用ひれば電球は正規の位置と

たるのであります。

勿論電球は反射笠に適合する大きさ

のものでなければ友りません。

ホルダ{や電球の不適嘗なものを使

用した揚合、如何に不結果を来すかは

火固によって明かに示されてゐます。

Jずf.'1用ホルダ ー

抱一録番放 2639

コ一一

J者司用ホルダ 一

割録番滋 2635

I王ヲ41，1肘ホルダ ー

担録番抜 2637



マ サ ダ

飾窓照明器具

取付方法

取H方法は飾窓の状態に依って一定しませねが.肢も簡取な取付方法はレセプテ{ク止を天，1{:に取

付け、型若干 26~.) ホルダー と飾窓ヒ ー ド在並川する 事 むあります。

飾窓セ ー ドの間隔をf狭く数多く使用する際は 「ボーダー」を川びる事が多いのでありますo 叉wti窓

の天井がf尽く gljiL張られる際は¥ /1-射笠をヲミ)1の中に取付ける事 も好結果を得る一方法むあります。

何れの揚合に於ても外からセ ー ドが見えない緩にするととが必裂であります。

- 6 



マ ‘ソ ダ

器 具告布 日召
"‘、 明写~

'l!I'、

小型鏡凶i投光器

小型鏡面投光器I土、蔀窓中の主要部分を特に強〈照明する錆窓用投光器であります

外観反構造

~民に示す遁り 一般投光器矧とは J毛の趣、きを具にし僅裁の甚だ良いものでありまして、反射器の直
搾僅か23制覇、 全!~:量約1.25屯ーと;式ふ極めて手艇なものであります。反射器と前面市rì子は「ワンピ ー ス」
の晴子で出来て居 り反射面は鏡|曲ーになうて居 りますから.反射至容が非常に高〈投光務としては最も能
率の良いものでありま す。鏡面の外mlJは!享い銅鍍金を指 し鏡面をと保護しであります事は飾窓セ ー ドと
問機 εあります。金具は投光方向を上下左右自 F{ftL調整し得る構造になって居ります。

能 率

艶治電球r装置した場合69%εあ Hまして配光の't'ti)llJ結果によりますと、大韓 1()()ワヴト透明電球
を装置した場合中心の光度約1':)00燭光‘たの開き52度、31._100ワ・ソト内面全艶泊電球を装置した揚合
の中心光度は約160C燭光、光の聞き761支εありまして 一般用注としては艶消電球の方が結果は宜しう
どさいます。

用 J金
1. 飾定;スはんii内のスポットライト

2. 建築面i5くは看板面の照明

3 庭園~~:に於ける局部的投光!!~~UJj 

4. 改札口等の如くスチ|ーから床上の同部!!日明

卜ー←ートー

日作;!}ー| トト

」叫
トー

+ トト ー

" 
←←  トー←ー

ドL
←ートー

ト ト

6 
トートー十一 ト

-a t-← 
ト

仁二千ν← 
←ー 十一卜『
600 40D 2:0・ 0・ 20・ '0・ 60

，6. 102 

!リ1¥

トートー牛ー
TT'，'J1 

1 f 1 '，0 4 8 

6 

トートー ト トヤ a 

k トー一 z 

i
 
i
 
;
 

一
-
-
nu

ι
l
l寸
司
1
1
-
a

、
一
一O;
 

。F
 

2
 

• 
0
 

4
 

• 
0
 

b
 

旬以心トザ曲線 型録制 6130 内面諸問;ヮヰJ配光闘線
光』:t光;}[ 429Lm 遡合泣球 10リワット 光柱光-* 594Lm 

摺糊叫録矧番波 | 穂 獄 | 庇 筏(総 丈 | 口 筏I{仕k 上 | 適合電制球

6ω l小披鋭酎投光器 | 訓山 2お55♂'出U /1l1叶'1 88ピf川u山aυ/
| --- --- ，- I '1外ト菌暗紋色 |

く御値段{1御引合の剖i段:御見IJ{ずる tl;:に殺して居り ますから御へ用 の節は型番.仕上、豊主主比兵他必量毒事項走
御記入の上御照合を願びます〉
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マ ‘ソ ダ

飾窓照明器具

飾 窓内の飾窓セ - ~. 

奥廠 1苫々頭照明 及的 窓照明

奥Ha底飾窓照明 君~録番放 4212/2635 J 者~飾窓セード

飾話器照 明

- R -
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マ ''J 夕、

飾窓照明器具

飾窓セ ー ド

デパートの飾窓照明

飾窓セードをボーダー内に取付 100
ワット金光色電球 28燈にて照明

デパ ー トの飾窓照明

- 9一



マ ‘Y タP

飾窓照明器具

針j 窓セ ー ド

食料品応釘'!i ?e:照明

家具 1苫飾窓照明

銭紡賀底々頭飾窓照明

- 10-



マツダ

飾窓照明器具

前i 窓セード

電気庇飾窓照明

洋品 FS 々頭取 1~1 及飾窓照明

--11 -



マ 、、J ダ

飾窓照明器具

針i 窓セ ー ド

綜 j古 飾 窓 照 明

靴底飾窓照明

眼鏡Ji5々頭照明及的i窓照明

- 12-
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